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．はじめに

本実験は，平野川調整池（大阪市）を地下河川として

供用した場合の桃ヶ池立坑内の形状の違いによる流況特

性の解明を目的としている．すなわち，圧力管路の途中

に存在し，開水路流れの状態となる立坑内における流況

の変化を水理模型実験によって明らかにするものであ

る．そのため，一定流量（流速）時における立坑内の流

況を再現しうる水理模型を製作し，立坑内での流速，水

位および局所的な水圧（圧力）を計測すると共に，管路

並びに立坑全体での流れのエネルギー損失と設計上の動

水勾配の関係を明らかにし，最適な立坑内壁の形状を提

案した．

．水理模型実験の概要

実験は，フルード相似則に従うものとして，表 の

ように設定した．また，模型の設置状況並びに計測器の

配置を図 から図 に，立坑付近の実験状況を写真

に示す．設置された計測器により，以下の の

項目に対する検討を実施するものとし，実験因子として

立坑内形状（図 参照）並びに流量を用いた．

三角堰の越流水深 流量の測定

上流側・下流側水槽水位 水頭差の測定

上流側・下流側管路内の水圧 圧力水頭の測定

立坑内の水位・流速・局部圧力 流況特性把握

．実験結果

図 および図 に立坑形状 および

の流速に関する実験結果を示す．両図は，横軸に時間
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図－1　水理模型実験断面概念図�
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図－2　水理模型実験平面概念図�
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図－3　立坑内形状平面概念図�
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を，縦軸には上から上流側（ ）流速計の 方向

（流線方向）， 方向（法線方向），下流側（ ）流速

計の 方向， 方向を示している．また， 方向の結

果では，管路内の断面平均流速（ ［ ］）を破線で

示した．

両図から，流速計を設置した管路中心部では，断面平

均流速よりも大きな流速が発生していること，下流側で

は， 方向だけでなく 方向にも流速成分が発生して

いることが読みとれる．また， は と比較

して各時間での変化が大きく， 流速計での結果に

顕著に現れている．これは， 立坑内での渦の発

生を意図している．

図 に，立坑形状と流量の変化に伴う立坑前後での

損失水頭差から得られた損失係数と屈折による損失係

数 ）を示す．図は，縦軸に損失係数を，横軸に流量を

用いて整理されている．

図より，流量変化によって渦などの発生傾向が異なる

ものの， ， および の順に損失係

数が小さくなっていること， の実験結果は屈折

管路の損失係数（計算値）とほぼ同様な値を示してい

る．特に，設計流量付近では，流量変化に伴って損失係

数は変化していないことが読みとれる．また，流量が

［ ］以下では，屈折管路の損失係数と

の実験結果の相関が悪くなることもわかる．これは，湾

曲部で発生する渦などの乱れの影響が流量 ［ ］

付近を境に変化しているものと推察される．

これより， のような形状では，部分的に開水

路となるために発生する立坑内部での水位上昇の影響

は，損失特性の算定において大きな影響を与えないこと

がわかる．このため，実設計に際しても，同様な立坑形

状を設定すれば，設計流量時における立坑─管路系の損

失特性または導水勾配の設定に際して，立坑内部の損失

係数の算定を屈折管路の損失係数で代用することが可能

であると考えられる．

．おわりに

立坑前後に設置された圧力計から，設計流量付近

（ ［ ］）における立坑内の局所損失は，隔壁を

有さない に対して，直線の隔壁を有する

で約 ％，湾曲の隔壁を有する で約 ％小さ

く算定された．他の流量でも同様の傾向を示しており，

湾曲形状の隔壁を有する の立坑内壁の形状が，

他の実験立坑内壁の形状よりも局所損失が一番小さく，

地下河川形状の一部として優れていることがわかった．
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図－4　TK－1 立坑内の流況特性（流量 0.0108m3/s）�

図－5　TK－3 立坑内の流況特性（流量 0.0108m3/s）�

図－6　立坑の損失係数と屈折による損失係数の比較�


